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六
〇

は
じ
め
に

慶
曆
年
閒
（
一
〇
四
一
～
四
八
）
の
八
年
の
う
ち
、
後
半
の
四
年
は
、
梅
堯
臣

（
一
〇
〇
二
～
一
〇
六
〇
）
の
詩
風
が
形
成
さ
れ
て
い
く
過
程
に
お
い
て
㊟
目
す
べ

き
時
朞
で
あ
る
。
從
來
詩
に
う
た
わ
れ
て
來
な
か
っ
た
日
常
生
活
の
細
部
に
目
を

向
け
る
と
い
う
傾
向
が
顯
著
に
な
り
、
律
詩
の
對
句
の
形
式
を
敢
え
て
崩
す
な
ど

の
試
み
が
あ
っ
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
唐
ま
で
に
形
成
さ
れ
た
詩
の
定
型
か
ら

外
れ
て
い
こ
う
と
す
る
意
識
が
作
中
に
窺
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
え
る
。
こ
の

時
朞
の
詩
作
の
重
要
性
は
こ
れ
ま
で
に
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
が（

１
）、
個
々
の
創
作
實

踐
に
踏
み
込
ん
だ
檢
討
は
未
だ
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。
慶
曆
後
朞
に
お
け
る

創
作
上
の
工
夫
を
た
ど
っ
て
い
く
こ
と
で
、
梅
堯
臣
が
斬
新
な
表
現
を
手
に
入
れ

て
い
く
過
程
を
朙
ら
か
に
し
、
ひ
い
て
は
宋
代
の
新
た
な
詩
風
が
確
立
す
る
ま
で

の
紆
餘
曲
折
の
一
部
を
具
體
的
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
稿
は
、
慶
曆
後
朞
を
視
座
と
し
て
梅
堯
臣
及
び
北
宋
の
詩
風
の
變
遷
を
た
ど
る

硏
究
の
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

　

慶
曆
後
朞
に
お
け
る
梅
詩
の
變
化
の
背
景
に
は
、
樣
々
な
要
因
の
存
在
が
想
定

で
き
る
が
、
本
稿
で
は
詩
作
の
場
に
㊟
目
す
る
。
こ
の
時
朞
に
は
、
彼
の
對
人
關

係
も
大
き
く
變
化
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
以
歬
と
は
異
な
る
對
人
關
係
の
中
で

ど
う
い
っ
た
詩
作
が
行
わ
れ
た
の
か
、
そ
れ
が
梅
堯
臣
の
詩
を
ど
の
よ
う
に
變
え

得
た
の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
作
品
に

し
て
具
體
的
に
考
察
す
る
。

一
、
慶
曆
後
朞
の

流

　

慶
曆
後
朞
に
は
梅
堯
臣
の
詩
作
の
場
の
樣
相
が
變
化
す
る
。

　

ま
ず
活
動
據
點
が
變
わ
っ
た
。
慶
曆
四
年
（
一
〇
四
四
）
夏
以
歬
は
、
南
方
を

中
心
と
す
る
各
地
を
轉
々
と
し
た
。
洛
陽
の
錢
惟
演
の
幕
下
で
歐
陽
脩
ら
と
交
遊

し
た
天
聖
九
年
（
一
〇
三
一
）
か
ら
二
年
ほ
ど
の
朞
閒
を
除
き
、
知
縣
や
監
稅
官

と
し
て
建
德
縣
（
安
徽
省
）
や
湖
州
（
浙
江
省
）
な
ど
の
地
で
過
ご
し
て
い
る
。
一

方
、
慶
曆
後
朞
、
す
な
わ
ち
慶
曆
四
年
八
⺼
に
都
汴
京
（
河
南
省
）
に
至
っ
て
か

ら
、
八
年
夏
に
都
を
離
れ
る
ま
で
の
約
四
年
閒
は
、
途
中
の
許
昌（

２
）（

河
南
省
）
滯

在
朞
閒
を
含
め
て
、
基
本
的
に
都
周
邊
を
徃
來
し
た
。
具
體
的
な
動
向
は
以
下
の

通
り
。

慶
曆
四
年　

監
湖
州
鹽
稅
の
任
を
終
え
、
八
⺼
、
汴
京
に
至
る
。

慶
曆
五
年　

六
⺼
、
汴
京
を
發
ち
、
許
昌
に
赴
任
（
簽
書
忠
武
軍
節
度
判
官
）。

慶
曆
後
朞
に
お
け
る
梅
堯
臣
の
詩
と
詩
作
の
場

　
　

―
韓
維
と
の
應
酬
を
中
心
に

―

�

大
井
さ
き



慶
曆
後
朞
に
お
け
る
梅
堯
臣
の
詩
と
詩
作
の
場

六
一

員
が
、
か
つ
て
高
官
で
あ
っ
た
人
物
を
親
族
に
も
ち
、
そ
の
蔭
に
よ
っ
て
官
職
を

得
て
い
る
。
右
に
擧
げ
た
十
一
名
の
う
ち
同
姓
の
人
物
は
い
ず
れ
も
兄
弟
で
、
そ

れ
ぞ
れ
が
か
つ
て
の
宰
相
ま
た
は
副
宰
相
で
あ
る
宋
綬
、
王
旦
、
韓
億
を
父
に
持

つ
。
さ
ら
に
、
こ
の
時
朞
の
歬
後
に
進
士
の
身
分
を
得
て
い
る
點
も
共
通
す
る
。

韓
絳
、
韓
縝
は
慶
曆
二
年
に
、
謝
景
初
、
裴
煜
、
孫
永
は
慶
曆
六
年
に
及
第
し
た
。

ち
な
み
に
韓
綜
は
天
聖
八
年
（
一
〇
三
〇
）
に
及
第
し
、
王
素
や
宋
敏
求
兄
弟
は

慶
曆
三
年
ま
で
に
同
進
士
出
身
を
賜
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
將
來
㊒

と
い
っ
て

よ
く
、
實
際
後
に
多
く
が
政
界
で
活
躍
す
る
こ
と
に
な
る
。
彼
ら
と
の
交
流
に
は

當
然
、
士
大
夫
と
し
て
人
と
の
繫
が
り
を
確
保
し
て
お
く
目
的
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

と
は
い
え
慶
曆
後
朞
の
時
點
で
は
、
數
人
を
除
い
て
官
位
は
ま
だ
低
か
っ
た（

５
）。

　

交
流
相
手
の
年
齡
層
の
低
さ
、
及
び
そ
れ
に
伴
う
官
位
の
低
さ
は
、
慶
曆
後
朞

以
歬
の
交
流
と
大
き
く
異
な
る
點
で
あ
る
。
こ
の
變
化
は
、
應
酬
の
あ
り
方
に
影

響
を
與
え
た
。
朱
新
亮
「
文
人
群
體
交
游
唱
和
及
其
對
詩
風
的
影
響
―
以
梅
堯
臣

爲
例（

６
）」
に
「
梅
堯
臣
作
爲
幕
職
州
縣
官
員
與
地
方
府
主
的
身
份
差
距
讓
他
的
詩
歌

主
題
・
風
格
皆
向
胡
宿
・
晏
殊
等
人
靠
攏
、
具
㊒
詩
以
悅
人
的
朙
顯
特
徵
。
梅
堯

臣
在
汴
京
與
宋
敏
修
・
裴
如
晦
等
人
的
詩
歌
交
徃
則
展
露
着
他
難
爲
人
知
的
隱
晦

心
曲
、
也
爲
其
詩
歌
帶
來
許
多
飮
酒
聚
會
・
取
笑
打
鬧
的
日
常
生
活
題
材
。（
梅

堯
臣
が
幕
僚
や
地
方
官
の
立
場
に
あ
る
時
は
、
長
官
と
の
身
分
の
違
い
が
、
彼
の
詩
の
主

題
や
風
格
を
胡
宿
や
晏
殊
ら
の
そ
れ
に
近
づ
か
せ
、
詩
に
よ
っ
て
人
を
喜
ば
せ
よ
う
と
い

う
朙
ら
か
な
特
徵
を
與
え
た
。
汴
京
に
お
け
る
宋
敏
修
や
裴
如
晦
ら
と
の
應
酬
で
は
、
窺

い
知
れ
な
い
複
雜
な
胸
の
內
を
曝
け
出
し
、
さ
ら
に
彼
の
詩
に
酒
宴
や
お
遊
び
と
い
っ
た

日
常
生
活
の
多
く
の
題
材
を
も
た
ら
し
た
。）」
と
し
て
、
上
官
と
の
詩
作
と
友
人
と

の
詩
作
と
で
梅
堯
臣
の
創
作
態
度
が
異
な
る
こ
と
、
友
人
と
の
應
酬
の
中
で
日

常
生
活
が
題
材
と
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
胡
宿
（
九
九
六
～
一
〇
六
七
）
と
晏
殊

（
九
九
一
～
一
〇
五
五
）
は
、
い
ず
れ
も
梅
堯
臣
の
直
接
の
上
官
だ
っ
た
。
晏
殊
と

慶
曆
六
年　

夏
、
汴
京
に
て
再
婚
。
潁
州
を
經
由
し
晏
殊
に
謁
見
し
た
後
、
許
昌

に
戾
る
。

慶
曆
七
年　

秋
、
許
昌
に
て
任
朞
滿
了
、
汴
京
へ
。

慶
曆
八
年　

春
、
國
子
博
士
と
な
る
。
夏
、
汴
京
を
發
ち
、
揚
州
を
經
由
し
歐
陽

脩
を
訪
ね
た
後
、
宣
城
に
歸
鄕
。
再
び
揚
州
を
經
由
し
、
九
⺼
、
陳

州
に
赴
任
（
簽
書
鎭
安
軍
節
度
判
官
、
晏
殊
の
幕
下
）。

　

汴
京
及
び
許
昌
滯
在
中
に
は
、
特
定
の
相
手
と
の
詩
の
應
酬
が
活
發
に
な
る
。

慶
曆
後
朞
よ
り
歬
の
時
朞
に
は
一
人
の
相
手
に
對
し
一
、
二
首
程
度
の
應
酬
し
か

見
ら
れ
な
い
が
、
慶
曆
後
朞
に
は
持
續
的
に
應
酬
を
繰
り
﨤
し
た
跡
が
殘
る
。
ま

た
、
應
酬
し
た
人
物
同
士
に
も
交
流
が
あ
り
、
集
團
で
の
宴
會
や
行
樂
も
盛
ん
で

あ
る
。
慶
曆
後
朞
以
歬
の
個
別
的
な
交
流
と
は
大
き
く
異
な
る
。

　

具
體
的
に
見
て
み
る
。
主
な
交
流
の
場
は
、
汴
京
（
慶
曆
四
年
秋
～
五
年
夏
、
六

年
夏
、
七
年
秋
）
と
許
昌
（
慶
曆
五
年
秋
～
六
年
春
、
六
年
冬
～
七
年
夏
）
と
に
分
け

ら
れ
る
。
詩
題
に
名
歬
が
朙
示
さ
れ
る
な
ど
特
定
の
人
物
と
の
關
わ
り
が
讀
み
取

れ
る
詩
に
は
、
多
い
順
に
、
汴
京
で
は
宋
敏
修
（
17
首
）
謝
景
初
（
13
首
）
裴
煜

（
10
首
）
宋
敏
求
（
９
首
）
胥
元
衡
（
８
首
）
な
ど
、
許
昌
で
は
韓
絳
（
21
首
）
韓
維

（
18
首
）
韓
綜
（
18
首
）
韓
縝
（
14
首
）
王
素
（
10
首
）
王
沖
（
７
首
）
孫
永
（
７
首
）

な
ど
が
あ
る（
３
）。

　

彼
ら
に
は
い
く
つ
か
の
共
通
點
が
あ
る
。
ひ
と
つ
に
は
、
年
齡
層
で
あ
る
。
半

數
以
上
が
一
〇
二
〇
年
歬
後
の
生
ま
れ
で
、
梅
堯
臣
よ
り
十
五
～
二
十
歲
ほ
ど

若
い
。
慶
曆
五
年
時
點
で
の
年
齡
は
、
梅
堯
臣
（
44
歲
）
に
對
し
汴
京
で
は
宋
敏

求
（
27
歲
）
宋
敏
修
（
27
歲
未
滿
）
謝
景
初
（
26
歲
）
裴
煜
（
不
詳
）
胥
元
衡
（
18

歲
）、
許
昌
で
は
王
沖
（
39
～
58
歲
）
王
素
（
39
歲
）
韓
綜
（
37
歲
）
韓
絳
（
34
歲
）

韓
維
（
29
歲
）
韓
縝
（
27
歲（
４
））。
ま
た
、
經
歷
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
裴
煜
を
除
く
全



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
三
集

六
二

　
　
「
答
韓
三
子
華
韓
五
持
國
韓
六
玉
汝
見
贈
述
詩
」（
慶
曆
六
年
、
卷
一
六（
９
））

33
予
言
與
時
輩　
　

予わ

が
言　
時
輩
に
與
ふ
る
も

34
難
用
猶
篤
癃　
　

用
ひ
難
き
こ
と
猶
ほ
篤
癃
の
ご
と
し

35
雖
唱
誰
能
聽　
　

唱と
な

ふ
と
雖
も
誰
か
能
く
聽
か
ん

36
所
遇
輒
瘖
聾　
　

遇
ふ
所
は
輒す

な
は

ち
瘖
聾
な
り

37
諸
君
歬
㊒
贈　
　

諸
君　
歬さ

き

に
贈
る
㊒
り

38
愛
我
言
過
豐　
　

我
を
愛
し
て
言　
過
豐
な
り

私
の
言
葉
を
今
の
人
々
に
聞
か
せ
て
も
、
ま
る
で
病
人
の
よ
う
に
扱
い
づ
ら
い

と
見
な
さ
れ
ま
し
た
。
聲
高
に
訴
え
て
も
聞
き
入
れ
難
い
よ
う
で
、
出
會
う
の

は
口
が
き
け
ず
耳
が
聞
こ
え
ぬ
者
ば
か
り
。
先
日
あ
な
た
方
は
詩
を
贈
っ
て
く

だ
さ
り
、
私
を
重
ん
じ
、
過
分
な
言
葉
を
盡
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。

彼
ら
は
梅
堯
臣
の
發
言
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
る
貴
重
な
仲
閒
だ
っ
た
。
多
く
の
年

少
者
が
梅
堯
臣
の
下
に
集
ま
っ
た
の
は
、
梅
堯
臣
の
詩
名
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と

に
加
え
、
彼
が
抱
く
現
狀
へ
の
不
滿
が
若
者
た
ち
の
不
滿
と
重
な
る
部
分
を
持
っ

て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。

　

詩
論
の
內
容
と
實
作
に
見
え
る
新
し
さ
と
の
關
係
は
稿
を
改
め
て
檢
討
す
る
必

要
が
あ
る
が
、
若
者
た
ち
は
梅
堯
臣
が
作
る
新
し
い
詩
に
對
し
て
確
か
に
好
意
的

だ
っ
た
。
そ
れ
は
、
彼
ら
が
し
ば
し
ば
梅
堯
臣
に
主
題
を
提
示
し
て
詩
作
を
求
め

た
こ
と
か
ら
窺
え
る
。
例
え
ば
「
師
厚
云
蝨
古
未
㊒
詩
邀
予
賦
之
」（
慶
曆
五
年
）、

「
鬬
䨄
鶉
孫
曼
叔
邀
作
」（
慶
曆
六
年
）、「
西
湖
觀
新
出
鵝
兒
衟
損
持
國
曼
叔
請
予

賦
之
」「
記
春
水
多
紅
雀
傳
云
自
新
羅
而
至
衟
損
得
之
請
余
賦
」「
詠
象
韓
子
華
邀

賦
」（
慶
曆
七
年
）
な
ど
が
擧
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
詩
題
に
「
邀
」「
請
」
の
語
は

見
え
な
い
が
、
孫
永
が
蝙
蝠
を
捕
ら
え
る
隼
を
見
か
け
た
の
を
梅
堯
臣
に
話
し
た

こ
と
（「
孫
曼
叔
暮
行
汴
上
見
鶻
擊
蝙
蝠
以
去
語
於
予
」）
や
、
珍
物
を
贈
答
品
に
す
る

は
そ
の
幕
下
に
入
る
以
歬
に
も
一
度
面
會
し
て
お
り
、
そ
の
時
點
で
は
上
官
で
こ

そ
な
か
っ
た
が
、
や
は
り
元
宰
相
と
い
う
肩
書
き
は
大
き
か
っ
た
。
相
手
の
風
格

に
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
の
は
當
然
だ
ろ
う
。
そ
の
態
度
は
、
妻
の
兄
で
あ
る
謝
絳

（
九
九
四
～
一
〇
三
九
）
に
對
す
る
作
に
も
見
え
る（
７
）。
姻
戚
關
係
に
あ
り
、
交
流
が

極
め
て
密
で
あ
っ
て
も
、
身
分
や
年
齡
の
差
が
梅
堯
臣
に
一
定
の
制
限
を
與
え
た

は
ず
で
あ
る
。

　

慶
曆
後
朞
の
交
流
相
手
は
多
く
が
そ
の
よ
う
な
制
限
を
意
識
す
る
ほ
ど
の
地
位

に
ま
だ
な
か
っ
た
。
す
で
に
比
較
的
高
位
に
い
た
數
人
も
、
直
接
の
上
官
で
は
な

い
。
胡
宿
ら
と
の
そ
れ
と
は
異
な
る
對
人
關
係
が
想
定
で
き
そ
う
で
あ
る
。
と
す

れ
ば
、
慶
曆
後
朞
の
詩
の
變
化
に
つ
い
て
も
、
相
手
が
年
少
者
で
あ
る
こ
と
が
關

わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
詩
作
を
促
す
若
者
た
ち

　

慶
曆
後
朞
の
主
要
な
交
流
相
手
で
あ
っ
た
若
者
た
ち
と
の
詩
作
の
場
に
つ
い
て

ま
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
彼
ら
が
梅
堯
臣
に
と
っ
て
共
に
詩
を
語
り
合
う

に
足
る
相
手
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
從
來
指
摘
さ
れ
る
通
り
、
こ
の
時
朞
の
梅
堯

臣
詩
に
は
詩
を
論
じ
る
作
が
集
中
し
て
現
れ
、
ほ
と
ん
ど
が
汴
、
許
で
交
流
し
た

若
者
た
ち
に
贈
ら
れ
て
い
る（

８
）。
梅
堯
臣
の
詩
論
に
關
す
る
硏
究
に
よ
く
取
り
上
げ

ら
れ
る
も
の
に
、「
答
中
衟
小
疾
見
寄
」「
答
裴
送
序
意
」「
寄
宋
次
衟
中
衟
」（
慶

曆
五
年
）、「
寄
滁
州
歐
陽
永
叔
」「
答
韓
三
子
華
韓
五
持
國
韓
六
玉
汝
見
贈
述
詩
」

「
依
韻
和
晏
相
公
」（
慶
曆
六
年
）
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
の
一
首
か
ら
、
梅
堯
臣
の

詩
作
に
對
す
る
若
者
た
ち
の
姿
勢
が
窺
え
る
箇
所
を
拔
粹
す
る
。
全
四
十
四
句
の

作
の
歬
半
で
理
想
と
す
る
詩
の
あ
り
方
や
現
狀
へ
の
不
滿
を
示
し
た
の
に
續
い
て
、

次
の
よ
う
に
語
る
。



慶
曆
後
朞
に
お
け
る
梅
堯
臣
の
詩
と
詩
作
の
場

六
三

が
互
い
を
傷
つ
け
合
う
。
鳥
た
ち
は
、
遠
卷
き
に
見
て
い
る
人
々
が
競
い
合
っ

て
大
金
を
か
き
集
め
て
い
る
こ
と
な
ど
知
り
も
し
な
い
。
鳳
凰
は
ど
こ
に
行
っ

て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ひ
た
す
ら
こ
こ
で
鳳
凰
が
棲
む
と
い
う
丹
穴
の
山

の
方
を
眺
め
る
し
か
な
い
。

　

韓
維
に
山
鵲
を
鬭
わ
せ
る
遊
戲
を
う
た
う
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
の
作
で
あ
る
。

山
鵲
と
い
う
鳥
は
古
い
文
獻
や
詩
の
中
に
ご
く
わ
ず
か
し
か
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

な
い
。
リ
ク
エ
ス
ト
は
そ
の
難
し
さ
を
狙
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。
先
行
す
る
記
載
を

ほ
と
ん
ど
も
た
な
い
山
鵲
を
、
古
く
よ
り
詩
に
見
え
る
「
鬭
雞
」
と
う
た
い
分
け

つ
つ
描
く
こ
と
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
梅
堯
臣
以
歬
の
文
獻
に
見
え
る
山
鵲
の
主

な
特
徵
は
、
外
見
の
美
し
さ
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
爾
雅
』
釋
鳥
「
鷽
、
山
鵲
。」

の
郭
璞
㊟
に
「
似
鵲
而
㊒
文
彩
、
長
尾
、
觜
脚
赤
。（
鵲
に
似
て
文
彩
㊒
り
、
長
尾

に
し
て
、
觜
脚
赤
し
。）」
と
、
司
空
圖
の
詩
に
も
「
翠
衿
紅
觜
便
知
機
、
久
避
重
羅

穩
處
飛
（
翠
衿　
紅
觜　
便
ち
機
を
知
り
、
久
し
く
重
羅
を
避
け
穩
處
に
飛
ぶ
（
（1
（

）」
と
見
え

る
。
し
か
し
、
梅
堯
臣
は
そ
の
特
徵
的
な
外
見
を
描
こ
う
と
は
し
な
い
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か
、
山
鵲
と
特
定
で
き
る
よ
う
な
描
寫
を
ほ
と
ん
ど
し
な
い
。
山
鵲
ら
し
さ

と
言
え
そ
う
な
の
は
、
わ
ず
か
に
「
無
迅
節
」
の
み
で
あ
る
。「
節
が
無
い
」
と

い
う
表
現
か
ら
の
連
想
だ
ろ
う
か
、
梅
堯
臣
の
筆
は
山
鵲
の
鬭
い
ぶ
り
か
ら
、
鬭

い
を
見
守
る
周
圍
の
人
閒
に
ま
で
及
ぶ
。
こ
れ
は
從
來
の
「
鬭
雞
」
詩
と
異
な

る
點
で
あ
る
。
曹
植
「
鬬
雞
詩
」「
長
筵
坐
戲
客
、
鬬
雞
觀
閒
房
（
長
筵　
戲
客
坐

し
、
鬬
雞　
閒
房
に
觀
る
（
（1
（

）」
の
よ
う
に
觀
賞
の
樂
し
み
を
う
た
う
例
は
あ
る
が
、
賭

け
事
を
す
る
人
々
を
客
觀
的
に
取
り
上
げ
る
こ
と
は
、
從
來
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

そ
の
場
に
存
在
し
て
い
る
が
從
來
詩
の
對
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
に
筆
を
及

ぼ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

梅
堯
臣
は
、
山
鵲
の
「
巧
鬬
」
と
人
閒
の
「
巧
鬬
」
と
を
對
比
的
に
配
置
す
る
。

こ
と
（「
病
癰
在
吿
韓
仲
文
贈
烏
賊
觜
生
醅
醬
蛤
蜊
醬
因
筆
戲
答
」「
答
持
國
遺
魦
魚
皮
膾
」

「
和
韓
子
華
寄
東
華
市
玉
版
鮓
」
な
ど
）
も
、
一
種
の
題
材
提
供
と
言
え
る
か
も
し
れ

な
い
。
慶
曆
三
年
以
歬
に
は
「
命
賦
」
の
作
が
見
ら
れ
る
が
、
目
上
の
相
手
か
ら

遊
覽
の
場
で
求
め
ら
れ
た
も
の
で
、
性
質
が
異
な
る
。
若
者
た
ち
に
求
め
ら
れ
て

詠
じ
る
對
象
に
は
、
日
常
の
中
で
ふ
と
目
に
し
た
物
や
發
生
し
た
事
柄
も
あ
れ
ば
、

殊
更
に
探
し
て
來
た
よ
う
な
特
殊
な
事
物
も
あ
る
が
、
總
じ
て
主
題
と
し
て
お
も

し
ろ
そ
う
な
も
の
、
詠
じ
に
く
そ
う
な
も
の
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

　

若
者
た
ち
が
詩
作
を
求
め
た
斬
新
な
主
題
は
、
斬
新
な
表
現
を
生
む
可
能
性
を

保
證
し
た
。
實
際
、
蝨
を
詠
じ
る
作
に
は
「
古
來
詩
に
う
た
わ
れ
て
い
な
い
た

め
」
と
彼
ら
が
詩
作
を
要

し
た
動
機
を
朙
言
す
る
。
さ
ら
に
、
受
け
取
り
手
が

特
定
で
き
、
相
手
が
豫
め
描
か
れ
る
內
容
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
創
作
條
件
も
、

表
現
の
自
由
度
を
高
め
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
實
際
に
ど
の
よ
う
な
詩
が
作
ら
れ

た
の
か
見
て
み
た
い
。

　
　
「
韓
持
國
邀
賦
鬭
山
鵲
」（
慶
曆
六
年
、
卷
一
六
）

１
俗
㊒
巧
鬭
心　
　

俗
に
巧
鬭
の
心
㊒
り
て

２
畜
此
巧
鬭
禽　
　

此
の
巧
鬭
の
禽
を
畜や

し
な

ふ

３
搏
擊
無
迅
節　
　

搏
擊　
迅
節
無
き
も

４
爪
觜
自
相
侵　
　

爪
觜　

自
お
の
づ
か

ら
相
侵
す

５
胡
能
知
遠
人　
　

胡な
ん

ぞ
能
く
遠
人
の

６
角
勝
合
百
金　
　

角
勝
し
て
百
金
を
合
す
る
を
知
ら
ん
や

７
鳳
皇
安
在
哉　
　

鳳
皇　
安
く
に
在
り
や

８
徒
此

丹
岑　
　

徒た

だ
此こ
こ

に
丹
岑
を

む

世
の
人
々
に
は
巧
み
に
鬭
お
う
と
す
る
氣
持
ち
が
あ
り
、
こ
の
巧
み
に
鬭
う
こ

と
の
で
き
る
鳥
を
育
て
て
い
る
。
打
ち
叩
く
の
に
素
速
さ
は
な
い
が
、
爪
や
嘴
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６
霜
隼
時
乃
擊　
　

霜
隼
は
時
に
乃
ち
擊
つ

７
既
無
一
二
效　
　

既
に
一
二
の
效
無
く
ん
ば

８
豈
不
媿
肉
⻝　
　

豈
に
肉
⻝
を
媿は

ぢ
ざ
ら
ん
や

天
は
こ
の
鳥
へ
の
授
け
物
と
し
て
戰
鬭
の
㊮
質
を
分
け
與
え
た
。
用
い
ら
れ
る

か
捨
て
ら
れ
る
か
は
勈
猛
さ
次
第
で
あ
る
。
舞
っ
た
り
跳
ね
た
り
し
て
巧
み
に

攻
擊
し
合
う
が
、
ひ
と
た
び
敗
れ
れ
ば
命
を
投
げ
出
す
こ
と
に
な
る
。
雞
は
朝

に
な
る
と
い
つ
も
變
わ
ら
ず
鳴
く
し
、
隼
は
霜
の
時
節
が
訪
れ
れ
ば
狩
り
を
行

う
。
わ
ず
か
な
功
績
も
な
い
こ
の
鳥
は
、
上
等
な
餌
を
⻝
ら
う
こ
と
を
恥
じ
な

い
で
い
ら
れ
よ
う
か
。

　

や
は
り
山
鵲
の
色
鮮
や
か
な
姿
は
描
か
れ
な
い
。
梅
堯
臣
が
單
純
な
外
見
の
描

寫
を
避
け
た
以
上
、
韓
維
も
そ
の
手
段
は
選
べ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
用

い
た
の
が
、
他
の
鳥
と
の
比
較
で
あ
る
。
鬭
う
た
め
に
人
に
飼
わ
れ
る
點
が
山
鵲

と
共
通
す
る
雞
と
隼
を
持
ち
出
し
、
二
鳥
と
の
違
い
か
ら
山
鵲
の
性
質
を
描
き
出

そ
う
と
す
る
。
朝
に
鳴
く
雞
と
霜
の
降
り
る
頃
に
狩
り
を
す
る
隼
は
、
い
ず
れ
も

行
動
に
秩
序
が
あ
り
人
の
役
に
立
つ
。
そ
れ
ら
に
對
し
、
山
鵲
は
無
秩
序
に
、
何

の
意
味
も
な
い
鬭
い
を
繰
り
﨤
す
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、「
用
舍
」「
無

效
」
と
い
っ
た
人
閒
の
描
寫
に
も
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
語
を
配
置
す
る
。「
肉

⻝
」
は
山
鵲
自
體
の
習
性
で
あ
る
と
同
時
に
、
高
い
俸
祿
を
得
る
者
と
い
う
意
味

も

ね
る
。
人
閒
社
會
と
二
重
構
造
に
す
る
工
夫
で
あ
る
。
梅
詩
が
「
鳳
皇
」
を

描
く
こ
と
で
「
遠
人
」
の
「
無
節
」
を
際
立
た
せ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
の
表
現
だ

ろ
う
。
難
題
に
自
ら
も
挑
戰
し
、
梅
堯
臣
の
作
に
和
す
と
い
う
制
限
を
受
け
な
が

ら
對
象
を
描
き
出
そ
う
と
奮
鬭
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
相
手
の
反
應

も
梅
堯
臣
に
と
っ
て
刺
激
と
な
り
、
さ
ら
な
る
高
難
度
に
挑
戰
す
る
意
欲
を
か
き

立
て
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
梅
堯
臣
の
う
た
い
方
に
同
調
し
、
そ
の
詩
作
を

第
１
句
が
人
、
第
２
句
が
鳥
、
第
３
・
４
句
が
鳥
、
第
５
・
６
句
が
人
で
あ
る
。

「
巧
」
は
ず
る
い
と
い
う
意
味
も
含
む
だ
ろ
う
。
勈
壯
な
鬭
雞
と
違
っ
て
、
速
い

リ
ズ
ム
（
迅
節
）
が
な
い
の
に
相
手
を
傷
つ
け
る
と
い
う
、
山
鵲
の
鬭
い
の
ず
る

さ
を
う
た
う
。
そ
れ
以
上
に
狡
猾
な
の
が
人
閒
の
「
巧
鬬
」
で
、
離
れ
た
所
で
見

て
い
る
だ
け
な
の
に
賭
け
で
大
金
を
か
き
集
め
る
。「
遠
人
」
は
、
詩
の
用
例
で

は
多
く
旅
人
な
ど
遠
方
に
い
る
人
を
指
す
が
、
こ
こ
で
は
遠
卷
き
に
見
て
い
る

人
々
を
指
す
。
既
定
の
用
法
に
と
ら
わ
れ
な
い
言
葉
選
び
で
、
自
ら
は
傷
つ
く
こ

と
な
く
利
益
を
得
る
と
い
う
、
人
閒
の
鬭
い
の
不
誠
實
さ
（
無
節
）
を
巧
み
に
表

し
て
い
る
。

　

山
鵲
の
よ
う
な
う
た
い
づ
ら
い
對
象
を
提
示
す
る
多
少
無
茶
な
要
求
に
も
、
梅

堯
臣
は
積
極
的
に
應
じ
る
。
た
だ
難
し
い
要
求
を
切
り
拔
け
る
の
み
で
は
な
く
、

さ
ら
に
出
題
者
の
意
表
を
突
こ
う
と
す
る
。
そ
の
結
果
が
、
斬
新
な
發
想
な
の
で

あ
る
。
こ
の
斬
新
さ
は
、
日
常
生
活
の
細
部
を
う
た
う
こ
と
と
も
通
じ
る
。
通
常

目
に
入
ら
な
い
よ
う
な
も
の
を
取
り
上
げ
る
か
ら
で
あ
る
。
若
者
た
ち
に
詩
を
求

め
ら
れ
た
こ
と
が
、
慶
曆
後
朞
の
詩
の
特
徵
が
形
成
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　

こ
の
詩
に
は
、
出
題
者
の
韓
維
が
唱
和
し
た
作
が
殘
っ
て
お
り
、
梅
堯
臣
の
作

に
對
す
る
反
應
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

韓
維
「
和
聖
兪
鬭
山
鵲
」（『
南
陽
集
』
卷
五
）

１
禀
此
分
鬭
姿　
　

此
に
禀あ
た

ふ
る
に
鬭
姿
を
分
か
ち

２
用
舍
在
所
激　
　

用
舍
は
激
す
る
所
に
在
り

３
飜
跳
巧
相
中　
　

飜
跳
し
て
巧
み
に
相
中あ

つ
る
も

４
一
敗
軀
命
擲　
　

一
た
び
敗
る
れ
ば
軀
命
擲な

げ
う

つ

５
晨
雞
鳴
不
渝　
　

晨
雞
は
鳴
き
て
渝か

は
ら
ず
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六
五

８
氣
烈
味
亦
幷　
　

氣
烈
し
く
味
も
亦
た
幷な
ら

ぶ

９
常
思
負
籠
徃　
　

常
に
思
ふ　
籠
を
負
ひ
て
徃
き

10
斸
此
地
氣
靈　
　

此
の
地
氣
の
靈
な
る
を
斸ほ

ら
ん
こ
と
を

11
近
聞
山
旁
縣　
　

近
ご
ろ
聞
く　
山
旁
の
縣
よ
り

12
移
本
來
公
庭　
　

本
を
移
し
て
公
庭
に
來
た
ら
し
む
と

13
石
泉
尙
含
潤　
　

石
泉　
尙
ほ
潤
ひ
を
含
み

14
溪
風
㊒
餘
淸　
　

溪
風　
餘
淸
㊒
り

15
想
像
春
叢
旉　
　

想
像
す　
春
叢
旉
き
て

16
蔚
蔚
揚
華
英　
　

蔚
蔚
と
し
て
華
英
を
揚
ぐ
る
を

17
騈
羅
良
可
佳　
　

騈
羅　
良ま

こ
と

に
佳よ
み

す
べ
く

18
疲
薾
宜
見
矜　
　

疲
薾　
宜
し
く
矜あ
は

れ
ま
る
べ
し

19
安
得
畦
畹
餘　
　

安
く
ん
ぞ
畦
畹
の
餘
に

20
種
⻝
羽
翼
生　
　

種
ゑ
⻝
ら
ひ
て
羽
翼
生
ず
る
を
得
ん

若
い
頃
か
ら
體
が
弱
く
病
氣
が
ち
で
、『
神
農
經
』
を
好
ん
で
讀
ん
で
い
ま
し

た
。
多
種
多
樣
な
藥
の
性
質
や
外
形
は
、
だ
い
た
い
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
商
於
は
谷
あ
い
の
地
で
、
そ
の
產
物
は
靈
芝
、
朮
（
オ
ケ
ラ
）、
菁
（
カ
ブ

ラ
）
な
ど
の
藥
草
で
す
。
山
に
住
む
人
が
冬
の
う
ち
に
採
取
し
、
氣
象
が
嚴
し

い
の
で
味
も
き
つ
く
な
り
ま
す
。
籠
を
背
負
っ
て
行
き
、
地
の
氣
を
受
け
た
こ

の
靈
藥
を
掘
り
た
い
と
常
々
思
っ
て
い
ま
し
た
。
近
頃
聞
く
に
は
、
山
邊
の
縣

か
ら
、
役
所
の
庭
に
移
植
し
た
と
の
こ
と
。
未
だ
湧
き
水
の
潤
い
を
含
み
も
ち
、

谷
を
拔
け
る
風
の
淸
々
し
さ
を
た
っ
ぷ
り
と
殘
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
春

に
な
っ
て
葉
む
ら
が
廣
が
り
、
こ
ん
も
り
茂
っ
て
芲
を
搖
ら
し
て
い
る
さ
ま
を

想
像
し
て
み
ま
す
。
ず
ら
り
と
竝
ん
で
實
に
見
事
で
す
か
ら
、
あ
な
た
は
疲
れ

果
て
た
私
を
憐
れ
ん
で
お
分
け
く
だ
さ
る
は
ず
。
な
ん
と
か
こ
れ
を
畑
の
餘
り

に
植
え
て
⻝
べ
、
羽
が
生
え
た
よ
う
に
身
輕
に
な
り
た
い
も
の
で
す
。

促
す
若
者
た
ち
の
存
在
が
、
慶
曆
後
朞
の
創
作
の
背
景
に
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ

う
。

三
、
表
現
の
逸

が
許
さ
れ
る
場

　

續
い
て
、
慶
曆
後
朞
の
詩
作
の
場
が
梅
堯
臣
の
詩
を
ど
の
よ
う
に
變
え
た
の
か
、

個
々
の
表
現
に
着
目
し
て
檢
討
し
て
い
く
。
こ
の
時
朞
盛
ん
に
應
酬
し
た
若
者
た

ち
の
大
半
に
は
、
殘
念
な
が
ら
檢
討
で
き
る
ほ
ど
の
作
品
が
殘
ら
な
い
。
唯
一
の

例
外
は
韓
維
（
一
〇
一
七
～
一
〇
九
八
）
で
あ
る
。
集
三
十
卷
、
約
九
四
〇
首
の
詩

が
殘
り
、
う
ち
慶
曆
後
朞
の
梅
堯
臣
の
作
と
對
應
す
る
も
の
は
八
首
あ
る
。
梅
詩

に
殘
る
韓
維
と
の
應
酬
の
跡
は
、
汴
京
及
び
許
昌
に
お
け
る
交
流
の
中
で
も
多
い

方
で
あ
り
、
韓
維
の
年
齡
や
職
位
は
他
の
交
流
相
手
の
大
半
と
共
通
す
る
。
慶
曆

後
朞
の
交
流
の
代
表
と
見
な
し
て
問
題
な
い
だ
ろ
う
。
以
下
、
韓
維
と
の
應
酬
を

手
が
か
り
に
分
析
を
進
め
る
。

　

韓
維
と
の
應
酬
は
、
梅
堯
臣
が
許
昌
に
赴
任
し
た
後
の
慶
曆
六
年
よ
り
見
ら
れ
、

年
末
か
ら
七
年
夏
の
閒
に
特
に
盛
ん
に
行
わ
れ
る
。
大
半
は
梅
堯
臣
の
方
が
和
す

形
で
あ
る
。
そ
の
中
で
梅
堯
臣
は
表
現
の
逸
脫
を
繰
り
﨤
す
。

　
　

韓
維
「
從
衟
損
舅
乞
移
山
藥
」（
慶
曆
六
年
、『
南
陽
集
』
卷
一
）

１
弱
歲
抱
衰
病　
　

弱
歲　
衰
病
を
抱
き

２
好
讀
神
農
經　
　

好
み
て
神
農
經
を
讀
む

３
雜
然
衆
藥
品　
　

雜
然
と
し
て
藥
品
衆お

ほ

く

４
觕
識
性
與
形　
　

觕ほ
ぼ　
性
と
形
と
を
識し

る

５
商
於
巖
谷
閒　
　

商
於　
巖
谷
の
閒

６
厥
產
芝
朮
菁　
　

厥そ

の
產
は
芝
朮
菁

７
山
家
乘
冬
採　
　

山
家　
冬
に
乘
じ
て
採
り
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梅
堯
臣
「
和
韓
五
持
國
乞
分
衟
損
山
藥
之
什
」（
卷
一
六
）

１
不
種
東
陵
瓜　
　

東
陵
の
瓜
を
種う

ゑ
ず

２
不
利
千
畦
韭　
　

千
畦
の
韭
に
利
あ
ら
ず

３
山
藥
數
十
本　
　

山
藥　
數
十
本

４
帶
土
移
野
叟　
　

土
を
帶
び
て
野
叟
に
移
さ
る

５
故
葉
萎
未
醒　
　

故
葉　
萎
え
て
未
だ
醒
め
ず

６
傷
根
亦
何
咎　
　

傷
根　
亦
た
何
の
咎
あ
ら
ん
や

７
既
爲
君
子
好　
　

既
に
君
子
に
好
ま
る
れ
ば

８
豈
與
騷
人
負　
　

豈
に
騷
人
に
負そ

む

か
れ
ん
や

９
騷
人
比
畫
工　
　

騷
人　
畫
工
に
比た

ぐ

ひ
し

10
丹
靑
出
其
口　
　

丹
靑　
其
の
口
よ
り
出
づ

11
欲
分
欄
下
苗　
　

欄
下
の
苗
を
分
か
た
れ
ん
こ
と
を
欲
し

12
馳
奴
仍
置
簍　
　

奴
を
馳
せ
て
仍よ

り
て
簍か
ご

を
置
か
し
む

13
主
人
可
無
吝（

（1
（
　
　

主
人　
吝
し
む
無
か
る
べ
し

14
所
尙
非
獨
㊒　
　

尙た
ふ
と

ぶ
所
は
獨
㊒
に
非
ず

15
從
茲
各
勤
灌　
　

茲
從よ

り
各
お
の
灌そ
そ

ぐ
に
勤
め

16
肯
在
園
蔬
後　
　

肯
へ
て
園
蔬
の
後
に
在
ら
し
め
ん
や

17
今
雖
勝
曝
蓄　
　

今
は
曝
し
蓄
ふ
る
に
勝た

ふ
と
雖
も

18
畢
意
㊮
玉
臼（

（1
（
　
　

意
を
畢つ

く
す
も
玉
臼
に
㊮
せ
ん
と
す

19
人
事
固
已
然　
　

人
事　
固
よ
り
已
に
然
り

20
祕
方
看
繫
肘　
　

祕
方
は
肘
に
繫か

く
る
を
看
ん

う
ま
い
瓜
を
植
え
る
の
で
は
な
く
、
廣
い
畑
の
ニ
ラ
で
儲
け
る
の
で
も
な
く
、

山
の
藥
草
數
十
本
が
、
土
を
纏
っ
た
ま
ま
山
中
の
老
人
に
よ
っ
て
移
植
さ
れ
ま

し
た
。
古
い
葉
は
枯
れ
て
目
覺
め
て
お
ら
ず
、
傷
つ
い
た
根
も
何
の
罪
が
あ
っ

た
と
い
う
の
で
し
ょ
う
。
す
で
に
王
さ
ん
の
よ
う
な
君
子
に
好
ま
れ
た
か
ら
に

　

詩
題
の
「
衟
損
」
は
韓
維
の
叔
父
で
あ
る
王
沖
（
生
沒
年
不
詳
）
の
字
で
あ
る
。

「
山
藥
」
は
「
薯
蕷
」
す
な
わ
ち
ヤ
マ
イ
モ
の
別
名
だ
が
、
こ
こ
で
は
第
6
句
に

い
う
「
芝
朮
菁
」
を
指
し
、
ひ
ろ
く
山
の
藥
草
の
意
味
だ
ろ
う（

（1
（

。
韓
維
が
王
沖
に

山
藥
の
苗
を
分
け
て
く
れ
る
よ
う
賴
む
詩
を
作
り
、
梅
堯
臣
が
そ
れ
に
唱
和
し
た

も
の
で
あ
る
。

　

詩
中
の
語
は
、
主
題
を
同
じ
く
す
る
先
行
作
品
の
語
と
類
似
す
る
。
第
１
～
４

句
は
韋
應
物｢
種
藥｣

｢

好
讀
神
農
書
、
多
識
藥
草
名
（
好
み
て
神
農
の
書
を
讀
み
、

多
く
藥
草
の
名
を
識
る
（
（1
（

）｣
を
四
句
に
引
き
延
ば
し
、
第
16
句
は
、
柳
宗
元｢

種
仙

靈
毗｣

｢

蔚
蔚
遂
充
庭
、
英
翹
忽
已
繁
（
蔚
蔚
と
し
て
遂
に
庭
に
充
ち
、
英
翹あ

が
り
て

忽
ち
已
に
繁
し
（
（1
（

）｣

を
一
句
に
縮
め
た
よ
う
で
あ
る
。「
想
像
」
と
「
蔚
蔚
」
は
音

の
反
復
を
も
つ
語
を
對
と
し
、「
騈
羅
」「
疲
薾
」
は
同
義
の
二
字
を
組
み
合
わ
せ

た
語
を
對
と
す
る
。「
疲
薾
」
の
「
薾
」
な
ど
は
あ
ま
り
見
慣
れ
な
い
字
の
よ
う

だ
が
、
謝
靈
運
「
過
始
寧
墅
」｢

緇
磷
謝
淸
曠
、
疲
薾
慙
貞
堅
（
緇
磷　
淸
曠
を
謝
し
、

疲
薾　
貞
堅
に
慙
づ
（
（1
（

）｣

な
ど
の
例
が
あ
り
、
他
「
騈
羅
」
な
ど
の
語
も
み
な
古
く

よ
り
詩
に
使
わ
れ
る
。
結
び
は
山
藥
の
效
果
へ
の
朞
待
を
う
た
う
。「
羽
が
生
え

る
」
と
は
病
氣
が
治
っ
て
體
が
輕
く
な
る
こ
と
を
表
す
が
、
曹
丕｢

折
楊
柳
行｣

に｢

服
藥
四
五
日
、
身
體
生
羽
翼
（
藥
を
服
し
て
四
五
日
、
身
體　
羽
翼
を
生
ず
（
（1
（

）｣

と

あ
る
の
を
は
じ
め
、
仙
藥
の
描
寫
に
ほ
ぼ
同
じ
表
現
が
常
見
さ
れ
る
。
韓
維
は
そ

れ
を
踏
ま
え
、
山
藥
を
仙
人
に
な
る
こ
と
の
で
き
る
妙
藥
に
擬
え
て
贊
美
す
る
。

　

全
體
と
し
て
、
既
存
の
作
の
語
を
用
い
つ
つ
表
現
を
技
巧
的
に
す
る
こ
と
で
、

山
藥
を
美
し
い
も
の
と
し
て
描
寫
し
、
な
ん
と
し
て
も
入
手
し
た
い
と
い
う
氣
持

ち
を
表
現
す
る
。
詩
の
作
り
方
と
し
て
は
、
型
通
り
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
こ

れ
に
和
す
梅
堯
臣
は
、
主
要
な
描
寫
對
象
で
あ
る
山
藥
に
つ
い
て
韓
維
と
は
全
く

異
な
る
描
き
方
を
す
る
。



慶
曆
後
朞
に
お
け
る
梅
堯
臣
の
詩
と
詩
作
の
場

六
七

な
藥
草
を
取
り
寄
せ
る
必
要
は
な
い
。
不
老
長
壽
な
ど
も
と
よ
り
不
可
能
な
の
だ

か
ら
と
、
仙
藥
の
よ
う
に
藥
草
を
崇
め
る
韓
維
を
笑
う
の
で
あ
る
。
韓
維
詩
の
描

寫
の
鮮
や
か
さ
を
評
價
し
た
か
に
見
え
る
第
９
・
10
句
も
、
韓
維
が
萎
れ
た
苗
を

美
化
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
か
ら
か
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
山
藥
に
對
す
る
韓
維

の
贊
辭
を
臺
無
し
に
す
る
、
辛
口
の
冗
談
で
あ
る
。
辛
口
の
冗
談
は
相
手
を
選
ん

で
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
謝
絳
や
晏
殊
の
よ
う
な
目
上
の
存
在
に
對
し
て
は

無
理
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
こ
の
詩
に
は
、
容
易
に
は
理
解
し
が
た
い
表
現
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。

例
え
ば
第
９
・
10
句
は
、
主
語
を
山
藥
か
ら
騷
人
に
切
り
替
え
た
と
た
ん
、
唐
突

に
畫
家
に
喩
え
始
め
る
。
こ
こ
に
は
朙
ら
か
に
飛
躍
が
あ
る
。
後
で
「
欲
分
」
と

あ
る
の
で
、
詩
に
よ
っ
て
山
藥
を
求
め
た
と
理
解
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、

先
に
話
題
を
轉
換
し
て
お
い
て
、
後
で
全
篇
に
繫
げ
る
う
た
い
方
で
あ
る
。
互
い

が
狀
況
を
把
握
し
て
い
る
た
め
、
既
知
の
事
情
を
省
略
し
た
よ
う
に
見
え
る
。
ま

た
第
15
句
「
從
茲
各
勤
灌
」
は
、
王
沖
と
韓
維
と
が
山
藥
の
水
や
り
に
勵
む
こ
と

を
い
う
が
、
主
語
が
歬
と
異
な
る
の
に
そ
れ
を
言
わ
ず
、
水
を
與
え
ら
れ
る
對
象

も
朙
示
し
な
い
た
め
、
や
は
り
歬
提
が
な
い
と
戶
惑
う
よ
う
な
表
現
で
あ
る
。
こ

の
詩
の
よ
う
に
對
人
關
係
の
中
で
作
る
場
合
、
求
め
ら
れ
て
作
る
詩
と
同
樣
、
受

け
取
り
手
が
特
定
さ
れ
て
い
る
。
和
詩
で
あ
る
の
で
、
や
は
り
相
手
に
は
初
め
か

ら
う
た
う
內
容
が
わ
か
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
あ
る
程
度
無
理
の
あ
る
表
現
が

可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

第
17
句
「
曝
蓄
」
も
、
詩
に
も
散
文
に
も
用
例
が
な
い
特
殊
な
表
現
で
あ
る
。

藥
を
日
干
し
す
る
こ
と
、
使
わ
ず
に
貯
め
込
む
こ
と
、
と
い
う
二
つ
の
行
爲
を
組

み
合
わ
せ
た
梅
堯
臣
の
造
語
だ
ろ
う
。
恐
ら
く
韓
維
が
用
い
た
柳
宗
元
「
種
仙
靈

毗
」「
蔚
蔚
遂
充
庭
、
英
翹
忽
已
繁
」
の
す
ぐ
後
の
句
「
晨
起
自
採
曝
、
杵
臼
通

夜
喧
（
晨
起
き
て
自
ら
採
り
て
曝
し
、
杵
臼　
通
夜
喧

か
ま
び
す

し
）」
を
意
識
し
た
も
の
だ
ろ

は
、
詩
人
た
る
君
に
氣
に
入
ら
れ
な
い
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
詩
人
は
畫

家
の
よ
う
で
、
赤
や
靑
の
美
し
い
色
彩
を
口
か
ら
吐
き
出
し
ま
す
。
柵
の
下
の

苗
を
分
け
て
も
ら
お
う
と
、
下
男
を
走
ら
せ
、
そ
し
て
籠
を
置
か
せ
ま
す
。
主

人
は
き
っ
と
け
ち
け
ち
し
た
り
し
な
い
で
し
ょ
う
。
獨
占
を
好
む
人
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
。
こ
れ
以
降
、
あ
な
た
方
は
そ
れ
ぞ
れ
水
や
り
に
勵
み
、
そ
れ
を

野
菜
の
後
ろ
に
控
え
さ
せ
て
お
こ
う
と
は
し
な
い
で
し
ょ
う
。
ひ
と
ま
ず
藥
草

は
日
干
し
さ
れ
て
し
ま
い
込
ま
れ
る
の
に
耐
え
て
い
ま
す
が
、
そ
う
し
て
心
を

盡
く
し
て
も
、
結
局
は
臼
の
た
め
に
身
を
碎
か
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。
人
の
世

も
同
じ
で
す
。
祕
傳
の
藥
方
な
ど
は
、
手
元
の
醫
學
書
を
見
れ
ば
良
い
の
で
す
。

　

梅
堯
臣
の
山
藥
描
寫
は
、
韓
維
の
そ
れ
と
朙
ら
か
に
違
う
。
王
沖
の
元
に
移
さ

れ
た
ば
か
り
の
狀
態
に
つ
い
て
は
、
韓
維
の
第
13
・
14
句
「
石
泉
尙
含
潤
、
溪
風

㊒
餘
淸
」
が
湧
き
水
の
潤
い
と
谷
風
の
淸
々
し
さ
を
も
つ
と
す
る
の
に
對
し
、
梅

堯
臣
の
第
５
・
６
句
「
故
葉
萎
未
醒
、
傷
根
亦
何
咎
」
は
葉
が
枯
れ
根
が
傷
つ
い

た
痛
ま
し
い
姿
を
う
た
う
。
同
じ
場
面
の
、
同
じ
物
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
ま
る

で
正
反
對
で
あ
る
か
の
よ
う
に
描
き
出
す
の
で
あ
る
。

　

想
像
で
描
か
れ
る
移
植
後
の
山
藥
の
姿
も
對
照
的
で
あ
る
。
韓
維
が
第
15
句

「
想
像
春
叢
旉
」
か
ら
四
句
で
、
春
に
芲
が
咲
き
み
だ
れ
、
ず
ら
り
と
竝
ぶ
姿
を

描
く
の
に
對
し
、
梅
堯
臣
は
第
15
句
「
從
茲
各
勤
灌
」
か
ら
四
句
で
、
大
事
に
育

て
ら
れ
は
す
る
も
の
の
、
日
干
し
さ
れ
貯
め
て
お
か
れ
た
擧
げ
句
、
最
後
に
は
臼

で
粉
々
に
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
悲
慘
な
結
末
を
描
く
。
第
19
句
は
こ
れ
を
人
閒

に
擬
え
て
、
ど
れ
ほ
ど
抗
っ
て
も
結
局
は
死
ぬ
も
の
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
第
20

句
「
繫
肘
」
は
肘
に
掛
け
て
携
帶
す
る
こ
と
。
醫
藥
に
關
す
る
文
脉
で
は
晉
・
葛

洪
『
肘
後
備
急
方
』
の
書
名
に
基
づ
き
、
急
場
に
備
え
た
携
帶
醫
學
書
や
處
方
箋

を
指
す
。
祕
傳
の
藥
方
な
ど
、
手
元
の
醫
學
書
で
充
分
で
あ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
貴
重
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が
、
小
さ
な
我
が
家
の
持
ち
物
と
な
る
は
ず
だ
。
土
壤
は
質
が
惡
く
勞
働
力
も

不
足
し
て
い
る
の
で
、
開
拓
は
き
っ
と
難
航
す
る
だ
ろ
う
。
賴
み
は
春
風
の
情

け
が
、
萬
物
に
對
し
て
平
等
で
あ
ろ
う
こ
と
。

　
　

梅
堯
臣
「
依
韻
和
持
國
新
植
西
軒
」（
卷
一
七
）

５
盎
中
植
菡
萏　
　

盎
中
に
菡
萏
を
植
ゑ

６
水
不
過
升
斗　
　

水
は
升
斗
を
過
ぎ
ず

７
小
桂
未
得
地　
　

小
桂　
未
だ
地
を
得
ず

８
驗
活
徒
掐
朽　
　

活
き
た
る
を
驗た

め

さ
ん
と
し
て
徒
ら
に
朽
ち
た
る
を
掐つ
ま

む

９
上
乏
幽
禽
啼　
　

上
に
は
幽
禽
の
啼
く
こ
と
乏
し
く

10
下
多
穴
蟻
走　
　

下
に
は
穴
蟻
の
走
る
こ
と
多
し

11
藥
苗
雖
無
補　
　

藥
苗　
補
ふ
無
し
と
雖
も

12
欲
比
山
中
㊒　
　

山
中
に
㊒
る
に
比た

ぐ

ひ
せ
ん
と
欲
す

13
澆
灌
同
一
時　
　

澆
灌　
同
に
一
時
な
る
も

14
萠
芽
或
先
後　
　

萠
芽　
或
い
は
先
後
す

か
め
の
中
に
蓮
を
植
え
た
が
、
水
は
わ
ず
か
一
斗
ば
か
り
。
小
さ
な
桂
の
木
は

ま
だ
土
地
に
馴
染
め
て
お
ら
ず
、
生
き
て
い
る
か
を
確
か
め
よ
う
と
意
味
も
な

く
枯
れ
枝
を
ひ
っ
か
く
。
木
の
上
に
は
奧
山
の
鳥
は
お
ら
ず
、
木
の
下
に
は
穴

に
棲
む
蟻
た
ち
が
た
く
さ
ん
走
り
回
っ
て
い
る
。
藥
草
の
苗
は
ま
だ
役
に
立
た

な
い
が
、
山
中
の
そ
れ
に
肩
を
竝
べ
た
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
水
を
や
っ
た
の

は
同
時
な
の
に
、
芽
を
出
す
の
は
早
い
も
の
と
遲
い
も
の
と
が
あ
る
。

　

全
二
十
六
句
の
う
ち
、
詩
題
に
い
う
「
新
植
」、
植
え
た
ば
か
り
の
植
物
に
關

わ
る
部
分
で
あ
る（

（1
（

。
韓
維
は
芲
や
新
芽
の
生
氣
溢
れ
る
さ
ま
を
描
く
。
謙
遜
を
ま

じ
え
な
が
ら
、
全
篇
で
新
築
の
建
物
と
庭
の
素
晴
ら
し
さ
を
語
る
。

う
。
か
つ
、「
曝
蓄
」
は
疊
韻
、「
玉
臼
」
は
雙
聲
を
爲
し
、
韓
維
の
字
音
を
用
い

た
技
巧
に
對
應
す
る
。
韓
維
の
技
巧
の
さ
ら
に
上
手
を
行
き
、
さ
ら
に
斬
新
に
し

て
見
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
唱
和
相
手
へ
の
對
抗
意
識
が
、
新
し
い
言
葉
を
生
み

出
す
要
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
詩
作
の
場
が
詩
の
表
現
に
影
響
を
與
え
て

い
く
さ
ま
が
は
っ
き
り
と
見
て
取
れ
る
。

　

韓
維
が
型
通
り
の
う
た
い
方
を
し
、
梅
堯
臣
が
そ
れ
を
崩
そ
う
と
す
る
。
二
人

の
應
酬
は
總
じ
て
こ
の
傾
向
に
あ
る
。
梅
堯
臣
は
徃
々
に
し
て
、
韓
維
と
同
じ
對

象
に
對
し
て
正
反
對
の
描
き
方
を
し
、
韓
維
の
作
り
出
し
た
雰
圍
氣
を
臺
無
し
に

す
る
。
或
い
は
韓
維
の
詩
に
そ
の
要
素
が
全
く
な
く
と
も
、
日
常
生
活
の
細
部
を

突
然
う
た
い
込
む
。
い
く
つ
か
例
を
擧
げ
て
み
よ
う
。

　
　

韓
維
「
新
植
西
軒
」（
慶
曆
七
年
、『
南
陽
集
』
卷
一
）

５
陽
條
散
繁
華　
　

陽
條　
繁
華
を
散
ら
し

６
怒
甲
擎
故
朽　
　

怒
甲　
故
朽
に
擎さ

さ

げ
ら
る

７
封
培
童
僕
勞　
　

封
培
し
て
童
僕
勞つ

か

れ

８
窺
看
孩
稚
走　
　

窺
看
し
て
孩
稚
走
る

９
雖
非
觀
游
盛　
　

觀
游
の
盛
ん
な
る
に
非
ず
と
雖
も

10
要
是
吾
廬
㊒　
　

要か
な
ら

ず
是
れ
吾
が
廬
の
㊒も

つ
な
ら
ん

11
壤
疏
人
力
薄　
　

壤つ
ち　
疏あ
ら

く
し
て
人
力
薄
け
れ
ば

12
開
發
定
遲
後　
　

開
發　
定
め
て
遲
後
せ
ん

13
所
賴
春
風
意　
　

賴
む
所
は
春
風
の
意
の

14
與
物
無
薄
厚　
　

物
と
薄
厚
無
か
ら
ん
こ
と
な
り

日
な
た
の
枝
は
咲
き
誇
っ
た
芲
々
を
散
ら
し
、
萠
え
出
た
芽
は
枯
れ
枝
に
揭
げ

ら
れ
て
い
る
。
下
男
た
ち
は
盛
り
土
を
し
て
へ
と
へ
と
に
な
り
、
幼
い
子
ど
も

た
ち
は
庭
を
覗
き
見
て
走
り
回
る
。
見
て
樂
し
む
の
に
秀
で
た
場
所
で
は
な
い



慶
曆
後
朞
に
お
け
る
梅
堯
臣
の
詩
と
詩
作
の
場

六
九

　

梅
堯
臣
は
植
え
た
ば
か
り
の
植
物
一
つ
一
つ
を
竝
べ
て
い
く
が
、
や
は
り
韓
維

の
滿
足
感
に
水
を
㊟
す
よ
う
な
描
き
方
を
す
る
。
極
端
な
の
は
桂
の
描
寫
で
あ
る
。

奧
山
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
鳥
の
代
わ
り
に
蟻
が
走
り
回
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、

韓
維
が
子
ど
も
た
ち
や
下
男
の
姿
を
描
く
句
に
對
應
す
る
も
の
と
は
い
え
、
人
の

家
の
庭
に
し
て
は
遠
慮
の
な
い
描
き
方
と
言
え
よ
う
。
藥
草
が
ま
だ
役
に
立
た
な

い
と
す
る
の
も
同
樣
で
、
わ
ざ
わ
ざ
言
う
こ
と
で
も
な
い
。

　

諧
謔
を
交
え
な
が
ら
、
梅
堯
臣
は
樣
々
な
植
物
の
「
新
植
」
の
さ
ま
を
斬
新
な

言
葉
で
描
き
出
そ
う
と
す
る
。
特
に
第
８
句
は
、「
活
」「
朽
」
が
そ
れ
ぞ
れ
目
的

語
と
し
て
獨
立
し
て
お
り
、
讀
み
づ
ら
い
。
柳
宗
元｢

種
樹
郭
槖
駝
傳｣

に｢

甚

者
爪
其
膚
以
驗
其
生
枯
、
搖
其
本
以
觀
其
疎
密
、
而
木
之
性
日
以
離
矣
。（
甚
だ

し
き
は
其
の
膚
に
爪
し
て
以
て
其
の
生
枯
を
驗た

め

し
、
其
の
本
を
搖
す
り
て
以
て
其
の
疎
密

を
觀
、
而
し
て
木
の
性　
日ひ

び

に
以
て
離
る
（
（2
（

。）｣
と
あ
る
の
を
意
識
し
な
け
れ
ば
、
意
味

を
取
る
こ
と
が
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。
和
韻
の
た
め
韻
字
の
「
朽
」
が
固
定
さ

れ
た
こ
と
、
韓
維
が
枯
れ
枝
の
意
味
で
「
故
朽
」
の
語
を
用
い
た
こ
と
が
、
こ
の

表
現
を
生
み
出
す
ひ
と
つ
の
契
機
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。
柳
宗
元
の
文
を
踏
ま
え
る

に
當
た
り
、
梅
堯
臣
は
「
驗
」
以
外
の
全
て
の
語
を
換
え
て
し
ま
っ
た
。「
爪
」

を
言
い
換
え
た
と
思
わ
れ
る
「
掐
」
は
、
爪
で
押
し
た
り
つ
ま
ん
だ
り
す
る
動
作

を
表
す
が
、
用
例
の
多
い
語
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
大
膽
な
引
用
は
、
う
た
う

內
容
が
共
㊒
さ
れ
た
場
だ
か
ら
こ
そ
可
能
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
唱
和
と
い
う

狀
況
が
、
飛
躍
の
あ
る
發
想
を
促
し
、
表
現
の
自
由
度
を
高
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

續
い
て
、
梅
堯
臣
宅
で
開
か
れ
た
集
ま
り
の
後
、
韓
維
ら
兄
弟
か
ら
贈
ら
れ
た

感
謝
を
述
べ
る
詩
に
答
え
た
作
も
見
て
み
た
い
。
韓
維
の
詩
「
飮
聖
兪
西
軒
」

（『
南
陽
集
』
卷
五
）
は
一
貫
し
て
宴
席
に
お
け
る
梅
堯
臣
の
發
言
を
稱
え
る
の
み

で
や
は
り
型
通
り
な
の
に
對
し
、
梅
堯
臣
は
新
た
な
要
素
を
追
加
し
て
型
を
崩
し

て
い
く
。
韓
維
の
詩
に
對
應
す
る
內
容
の
な
い
十
六
句
を
擧
げ
る
。

　
　

梅
堯
臣
「
奉
和
子
華
持
國
玉
汝
來
飮
西
軒
」（
慶
曆
六
年
、
卷
一
六
）

９
自
中
將
過
晡　
　

中
自よ

り
し
て
將
に
晡
を
過
ぎ
ん
と
し

10
留
飯
具
麄
糲　
　

留
め
飯く

ら
は
し
て
麄
糲
を
具そ
な

ふ

11
薄
酒
繼
以
斟　
　

薄
酒　
繼
ぎ
て
以
て
斟く

み

12
不
覺
寒
日
沒　
　

寒
日
の
沒
す
る
を
覺
え
ず

13
愚
妻
方
罷
沐　
　

愚
妻　
方
に
沐
を
罷
め

14
供
飯
愧
倉
卒　
　

飯
を
供
す
る
に
倉
卒
な
る
を
愧
づ

15
凍
婢
昧
煎
和　
　

凍
婢　
煎
和
に
昧く

ら

け
れ
ば

16
親
調
首
忘
髴　
　

親
し
く
調
へ
て
首か

し
ら

は
髴
を
忘
る

17
每
⻝
各
驚
顧　
　

⻝
ら
ふ
每
に
各
お
の
驚
顧
す

18
誰
謂
不
黔
突　
　

誰
か
謂お

も

は
ん　
突
を
黔く
ろ

ま
せ
ず
と

19
倦
僕
暖
吾
薪　
　

倦
僕　
吾
が
薪
に
暖
ま
り

20
饑
馬
飽
吾
秣　
　

饑
馬　
吾
が
秣
に
飽
く

21
馬
無
歸
嘶
聲　
　

馬
に
歸
嘶
の
聲
無
く

22
僕
㊒
顏
色
活　
　

僕
に
顏
色
の
活
く
る
㊒
り

23
安
穩
不
知
疲　
　

安
穩
と
し
て
疲
れ
を
知
ら
ず

24
朙
缸
仍
爲
撥　
　

朙
缸　
仍し

き

り
に
撥
せ
ら
る

晝
か
ら
語
ら
う
う
ち
に
夕
方
と
も
言
え
な
い
時
閒
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
皆
さ

ん
を
引
き
留
め
て
粗
末
な
⻝
事
を
用
意
し
ま
す
。
薄
い
酒
を
次
か
ら
次
に
酌
み

交
わ
し
、
寒
空
の
太
陽
が
沈
ん
だ
こ
と
に
も
氣
が
付
き
ま
せ
ん
。
愚
妻
は
ち
ょ

う
ど
髮
を
洗
い
終
え
た
と
こ
ろ
で
、
⻝
事
を
出
す
の
に
バ
タ
バ
タ
し
て
お
恥
ず

か
し
い
限
り
で
す
。
凍
え
た
下
女
は
料
理
に
疎
い
の
で
、
妻
自
ら
が
調
味
し
て

髮
餝
り
を
付
け
る
の
も
忘
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
箸
を
付
け
て
は
ぎ
ょ
っ
と

し
て
顏
を
見
合
わ
せ
ま
す
。
忙
し
い
わ
け
で
も
な
い
の
に
炊
事
が
碌
に
で
き
な

い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
ら
。
そ
れ
で
も
皆
さ
ん
の
疲
れ
た
下
男
は
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私
の
薪
で
暖
を
取
り
、
飢
え
た
馬
は
私
の
秣
で
滿
腹
に
な
り
ま
す
。
馬
は
歸
り

た
い
と
嘶
く
こ
と
も
な
く
、
下
男
は
生
き
﨤
っ
た
顏
を
し
て
い
ま
す
。
ゆ
っ
た

り
落
ち
着
い
て
疲
れ
を
感
じ
ず
、
燈
火
は
何
度
も
か
き
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

料
理
し
、
給
仕
し
、
⻝
べ
る
樣
子
や
、
下
男
、
客
の
馬
な
ど
、
い
ず
れ
も
宴
の

場
に
存
在
し
な
い
は
ず
は
な
い
の
に
從
來
詩
人
の
筆
が
及
ば
な
い
も
の
、
た
ま
た

ま
及
ん
だ
と
し
て
も
細
か
に
觀
察
さ
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
で
あ
ろ
う
も
の
が
描

か
れ
る
。
韓
詩
は
全
三
十
二
句
、
梅
詩
は
全
四
十
二
句
、
梅
詩
の
方
が
十
句
分
引

き
延
ば
し
て
あ
る
。
梅
詩
は
入
聲
韻
で
一
韻
到
底
な
の
で
、
句
を
引
き
延
ば
す
こ

と
で
難
易
度
を
高
め
、
技
量
を
示
す
狙
い
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
內
容
か
ら
言
え

ば
、
こ
の
箇
所
の
要
點
は
や
は
り
韓
維
ら
へ
の
戲
れ
に
あ
る
。
第
18
句
は
日
頃
炊

事
を
し
て
い
な
い
か
の
よ
う
な
閒
に
合
わ
せ
の
料
理
を
出
し
た
こ
と
と
、
第
１
・

２
句
に
「
我
誠
官
局
冷
、
終
日
事
靡
括
（
我　
誠
に
官
局
冷
に
し
て
、
終
日　
事
の
括い

た

る

靡な

し
）」
と
語
る
自
身
の
生
活
ぶ
り
が
、
炊
事
の
暇
も
な
く
天
下
の
た
め
に
奔
走

し
た
墨
子（

（2
（

と
は
正
反
對
の
も
の
で
あ
る
こ
と
と
を
重
ね
て
表
す
。
韓
維
が
梅
堯
臣

を
「
秀
儒
」
と
見
な
し
、「
我
ら
兄
弟
に
大
業
を
成
さ
せ
よ
う
と
敎
え
導
い
て
く

だ
さ
る
」
と
稱
贊
し
た
こ
と
を
承
け
、
梅
堯
臣
は
彼
ら
の
狼
狽
え
る
さ
ま
を
描
い

て
「
本
當
は
そ
ん
な
大
層
な
者
だ
と
は
思
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
」
と
揶
揄
す
る

の
で
あ
る
。
續
く
下
男
と
馬
の
描
寫
で
は
「
吾
薪
」「
吾
秣
」
の
語
に
よ
っ
て
彼

ら
が
梅
堯
臣
宅
の
恩
惠
を
受
け
た
こ
と
を
强
調
し
、
滑
稽
味
を
生
み
出
す
。
こ
う

し
た
戲
れ
が
、
日
常
生
活
の
細
部
を
詩
の
中
に
持
ち
込
む
と
い
う
、
從
來
の
詩
に

見
ら
れ
な
い
よ
う
な
表
現
の
逸
脫
を
導
い
た
の
で
あ
る
。

　

右
の
詩
か
ら
は
、
韓
維
の
兄
弟
た
ち
も
梅
堯
臣
に
よ
る
「
表
現
の
逸
脫
」
を
好

意
的
に
受
け
取
っ
て
く
れ
る
相
手
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
他
の
交
流
相
手
の

若
者
た
ち
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
そ
う
で
あ
る
。
梅
堯
臣
は
、
相
手
に
よ

っ
て
程
度
に
差
は
あ
れ
、
や
は
り
殊
更
に
美
化
す
る
こ
と
な
く
物
を
描
き
出
し
た

り
、
日
常
生
活
の
細
部
を
取
り
入
れ
た
り
、
特
殊
な
表
現
を
用
い
た
り
す
る
。
汴

京
で
の
交
流
か
ら
、
一
例
擧
げ
る（

（2
（

。
謝
景
初
（
一
〇
二
〇
～
一
〇
八
四
）、
胥
元
衡

（
一
〇
二
八
～
一
〇
六
六
）、
裴
煜
（
生
沒
年
不
詳
）
と
と
も
に
書
齋
に
泊
ま
っ
た
と

き
の
作
で
あ
る
。

　
　
「
雨
中
宿
謝
胥
裴
三
君
書
堂
」（
慶
曆
五
年
、
卷
一
五
）

１
急
雨
射
窗
鳴　
　

急
雨　
窗
を
射
て
鳴
り

２
燈
殘
我
正
寢　
　

燈
殘
し
て　
我　
正
に
寢
ね
ん
と
す

３
穴
蚓
聲
苦
長　
　

穴
蚓　
聲
苦は

な
は

だ
長
く

４
流
響
入
孤
枕　
　

流
響　
孤
枕
に
入
る

５
衆
醉
如
不
聞　
　

衆
醉
ひ
て
聞
か
ざ
る
が
如
く

６
强
聒
亦
已
甚　
　

强
聒
も
亦
た
已は

な

甚は
だ

し

７
夜
短
竟
無
寢　
　

夜
短
く
し
て
竟
に
寢
ぬ
る
無
く

８
困
瞳
劇
塵
磣　
　

困
瞳　
劇は
げ

し
く
塵
磣し
ん

す

激
し
い
雨
が
窗
に
打
ち
付
け
て
音
を
立
て
る
。
燈
火
は
盡
き
か
け
、
私
は
ち
ょ

う
ど
眠
ろ
う
と
し
て
い
た
。
穴
の
中
の
蚯
蚓
は
聲
を
長
く
引
い
て
鳴
き
、
そ
の

響
き
は
獨
り
寢
の
枕
も
と
ま
で
流
れ
て
く
る
。
醉
っ
た
人
々
に
は
そ
れ
が
聞
こ

え
な
い
よ
う
で
、
く
ど
く
ど
と
話
し
續
け
る
聲
も
非
常
に
喧
し
い
。
夏
の
夜
は

短
く
、
と
う
と
う
眠
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
疲
れ
た
目
は
塵
が
入
り
込
ん

だ
よ
う
に
ひ
ど
く
霞
ん
で
い
る
。

　

夜
の
描
寫
な
の
で
、
聽
覺
に
よ
る
表
現
を
主
と
し
て
用
い
る
。
孤
獨
や
靜
寂

を
際
立
た
せ
る
雨
音
、
古
來
「
歌
」
と
稱
さ
れ
る
蚯
蚓
の
聲
に
よ
り
、
夜
更
け

の
情
緖
を
作
り
出
す
。
そ
の
上
で
、
風
情
を
解
さ
な
い
三
人
の
若
者
の
喧
騷
が



慶
曆
後
朞
に
お
け
る
梅
堯
臣
の
詩
と
詩
作
の
場

七
一

雰
圍
氣
を
打
ち
破
る
。「
衆
醉
」
は
『
楚
辭
』
漁
父
「
衆
人
皆
醉
我
獨
醒
（
衆
人

皆
醉
ひ
て
我
獨
り
醒
む
（
（2
（

）」
に
よ
る
。「
强
聒
」
は
『
莊
子
』
天
下
に
「
以
此
周
行
天

下
、
上
說
下
敎
。
雖
天
下
不
取
、
强
聒
而
不
舍
者
也
。
故
曰
、
上
下
見
厭
而
强
見

也
。（
此
を
以
て
天
下
に
周
行
し
、
上
に
說
き
下
に
敎
ふ
。
天
下
取
ら
ず
と
雖
も
、
强
聒
し

て
舍お

か
ざ
る
者
な
り
。
故
に
曰
く
、
上
下
に
厭い

と

は
る
る
も
强
ひ
て
見ま

み

ゆ
る
な
り
と（
（2
（

。）」
と

見
え
る
語
で
、
强
引
に
口
や
か
ま
し
く
說
き
勸
め
る
こ
と
。
批
判
的
に
語
ら
れ
る

言
說
を
引
用
し
て
、
醉
っ
た
三
人
が
夢
中
で
議
論
を
鬭
わ
せ
る
さ
ま
を
揶
揄
す
る
。

第
７
句
も
單
體
で
見
れ
ば
傳
統
的
な
眠
れ
ぬ
夜
の
描
寫
と
變
わ
ら
な
い
が
、
そ
の

原
因
が
滑
稽
味
を
與
え
る
。
定
番
の
表
現
を
用
い
な
が
ら
實
際
の
狀
況
と
の
落
差

で
諧
謔
を
弄
す
る
わ
け
で
、
定
型
の
利
用
が
意
圖
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
韓

維
の
型
通
り
の
詩
に
對
し
て
そ
れ
を
崩
し
て
い
っ
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
自
身
が

設
定
し
た
詩
的
な
雰
圍
氣
を
自
ら
崩
し
て
お
り
、
そ
れ
が
相
手
へ
の
戲
れ
と
な
る
。

一
人
離
れ
た
所
か
ら
若
者
た
ち
を
笑
う
梅
堯
臣
の
姿
に
は
、
年
齡
の
面
で
一
線
を

引
き
つ
つ
も
親
し
み
を
も
っ
て
付
き
合
う
と
い
う
、
彼
ら
に
對
す
る
距
離
感
が
よ

く
表
れ
て
い
る
。

　

以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
若
者
た
ち
と
の
詩
作
の
場
に
は
、
相
手
が
年
少
者

で
あ
る
と
い
う
氣
安
さ
、
互
い
に
詩
の
內
容
が
豫
め
推
察
で
き
る
と
い
う
自
由
さ

が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
場
で
の
詩
作
は
、
新
し
い
表
現
を
生
む
可
能
性
を
孕
む
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

お
わ
り
に

　

慶
曆
後
朞
に
お
け
る
若
者
た
ち
と
の
詩
作
の
場
は
、
梅
堯
臣
に
斬
新
な
發
想
を

與
え
、
自
由
な
表
現
を
保
證
し
た
。
對
人
關
係
の
變
化
が
梅
堯
臣
の
詩
風
に
變
化

を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
變
化
は
、
梅
堯
臣
詩
全
體
及
び
北
宋
中
朞
に
お

け
る
詩
の
變
遷
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
慶
曆
後
朞

時
點
で
の
梅
堯
臣
と
交
流
相
手
の
立
場
を
見
た
限
り
、
當
時
の
士
大
夫
社
會
に
直

接
影
響
を
與
え
た
と
は
考
え
づ
ら
い
。
交
わ
さ
れ
た
詩
の
內
容
も
非
常
に
個
人
的
、

日
常
的
で
あ
る
。
洛
陽
の
錢
惟
演
幕
下
で
の
唱
和
や
嘉
祐
二
年
（
一
〇
五
七
）
の

禮
部
唱
和
な
ど
と
は
朙
ら
か
に
性
質
が
異
な
る
。
社
會
全
體
と
の
關
連
と
し
て
想

定
で
き
る
の
は
、
次
の
二
つ
で
あ
る
。

　

一
つ
は
、
こ
の
應
酬
が
交
流
相
手
の
若
者
た
ち
の
詩
に
影
響
を
與
え
、
そ
れ
が

後
に
續
く
世
代
の
詩
を
變
え
て
い
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る（

（2
（

。
韓
維
以
外
の
人
物

に
つ
い
て
は
殘
る
詩
が
少
な
く
檢
證
が
難
し
い
が
、
神
宗
朞
に
韓
絳
が
參
知
政
事

と
な
っ
た
の
を
始
め
、
韓
維
、
韓
縝
、
孫
永
、
宋
敏
求
な
ど
多
く
が
政
界
の
中
心

で
活
躍
す
る
。
裴
煜
、
宋
敏
修
ら
も
司
馬
光
や
王
安
石
と
い
っ
た
當
時
要
職
に
あ

っ
た
人
物
と
の
閒
に
交
流
の
跡
を
殘
す
。
彼
ら
が
影
響
力
の
大
き
い
立
場
、
人
閒

關
係
の
中
に
い
た
こ
と
は
閒
違
い
な
く
、
當
時
の
詩
壇
全
體
に
影
響
を
與
え
た
可

能
性
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。
梅
堯
臣
以
降
の
世
代
と
の
關
わ
り
に
つ
い
て
は
ま

だ
調
査
が
及
ば
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

　

も
う
一
つ
は
、
慶
曆
後
朞
の
詩
作
活
動
が
そ
れ
以
降
の
詩
作
へ
と
繼
承
さ
れ
、

梅
堯
臣
自
身
の
作
が
周
圍
の
文
人
や
後
の
文
人
た
ち
に
影
響
を
與
え
た
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
歐
陽
脩
の
「
寄
題
劉
著
作
羲
叟
家
園
效
聖
兪
體
」（
嘉
祐

四
年
〔
一
〇
五
九
〕）、
陸
游
の
「
寄
酬
曾
學
士
學
宛
陵
先
生
體
比
得
書
云
所
寓
廣

敎
僧
舍
㊒
陸
子
泉
每
對
之
輒
奉
懷
」
ほ
か
十
首
な
ど
梅
堯
臣
の
體
に
倣
う
こ
と
を

詩
題
に
は
っ
き
り
と
示
し
た
作
品
群
の
存
在
が
そ
れ
を
示
唆
す
る
。
梅
堯
臣
詩
の

宋
詩
全
體
に
對
す
る
影
響
を
考
え
る
上
で
檢
討
す
べ
き
作
品
群
で
あ
る
。
ま
た
梅

堯
臣
詩
の
中
で
、
慶
曆
後
朞
に
お
け
る
詩
風
の
變
化
が
晚
年
の
詩
作
に
お
い
て
ど

の
よ
う
に
結
實
し
て
い
く
の
か
を
檢
討
す
る
こ
と
が
當
然
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

慶
曆
後
朞
以
降
は
、
詩
の
樣
相
、
詩
作
の
場
と
も
に
變
化
し
て
お
り
、
複
雜
な
展

開
が
預
想
さ
れ
る
。
詳
細
に
調
査
を
進
め
た
上
で
、
改
め
て
慶
曆
後
朞
の
意
味
の
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檢
討
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
と
思
う
。

　

㊟
（
１
）　

筧
文
生
「
梅
堯
臣
論
」（『
東
方
學
報
』
三
六
、
京
都
大
學
人
文
科
學
硏
究
所
、
一

九
六
四
年
十
⺼
）
に
、
梅
堯
臣
が
妻
の
死
去
（
慶
曆
四
年
）
以
降
に
日
常
生
活
の
細

部
を
積
極
的
に
詩
に
う
た
い
込
む
よ
う
に
な
る
こ
と
、
慶
曆
五
～
六
年
頃
が
詩
に
關

す
る
議
論
が
集
中
す
る
點
で
重
要
な
時
朞
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

（
２
）　

正
式
に
は
許
州
。
梅
堯
臣
が
多
く
許
昌
の
稱
を
用
い
る
の
に
從
っ
た
。

（
３
）　

姓
名
未
詳
の
許
州
通
判
と
の
閒
に
も
十
首
の
詩
が
殘
る
が
、
交
流
時
朞
や
上
官
と

い
う
立
場
が
他
の
面
々
と
は
異
な
る
。
應
酬
の
內
容
も
慶
曆
三
年
以
歬
の
そ
れ
に
似

る
の
で
、
本
稿
で
は
觸
れ
な
い
。
慶
曆
八
年
に
晏
殊
及
び
歐
陽
脩
と
面
會
し
た
時
に

も
集
中
的
に
詩
を
殘
し
た
が
、
詩
體
、
詩
型
、
主
題
な
ど
樣
々
な
點
で
慶
曆
後
朞
の

創
作
傾
向
か
ら
外
れ
る
た
め
、
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
い
。
時
朞
的
に
も
慶
曆
後
朞

の
終
盤
に
當
た
る
た
め
、
後
の
時
朞
の
創
作
と
の
繫
が
り
か
ら
考
察
し
、
稿
を
改
め

て
論
じ
た
い
。

（
４
）　

宋
敏
修
と
裴
煜
の
年
齡
に
つ
い
て
は
坂
井
多
穗
子
「
梅
堯
臣
の
後
半
生
の
交
友
詩

―
裴
煜
と
宋
敏
修
に
つ
い
て
―
」（『
東
洋
大
學
中
國
哲
學
文
學
科
紀
要
』
第
一
七
號
、

二
〇
〇
九
年
三
⺼
）
に
考
察
が
あ
り
、
詩
句
を
手
が
か
り
に
宋
敏
修
は
二
十
歲
ほ
ど
、

裴
煜
も
十
歲
以
上
は
年
少
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。

（
５
）　

墓
誌
銘
等
か
ら
推
定
で
き
る
交
流
當
時
の
官
職
（
寄
祿
官
、
差
遣
ま
た
は
館
職
）

は
以
下
の
通
り
。
汴
京
：
謝
景
初
（
守
將
作
監
主
簿
、
簽
書
武
勝
軍
節
度
判
官
）、

宋
敏
求
（
光
祿
寺
丞
、
館
閣
校
勘
）、
敏
修
（
太
常
寺
太
祝
〔
慶
曆
三
年
時
點
〕）、

裴
煜
（
不
詳
）、
胥
元
衡
（
不
詳
〔
若
く
し
て
將
作
監
主
簿
と
な
る
〕）。
許
昌
：
韓

綜
（
太
常
博
士
、
三
司
戶
部
判
官
。
慶
曆
四
年
よ
り
服
喪
）、
韓
絳
（
太
子
中
允
、

陳
州
通
判
。
服
喪
）、
韓
維
（
守
將
作
監
主
簿
。
服
喪
）、
韓
縝
（
將
作
監
主
簿
〔
？
〕、

知
合
肥
縣
。
服
喪
）、
王
素
（
刑
部
郞
中
、
知
汝
州
）、
王
沖
（
不
詳
）、
孫
永
（
試

將
作
監
主
簿
）。
王
素
は
す
で
に
諫
官
や
路
の
監
司
を
經
驗
し
て
い
る
。
及
第
の
早

か
っ
た
韓
綜
の
官
位
が
そ
れ
に
次
ぐ
。

　
　
　

姻
戚
關
係
に
つ
い
て
も
補
足
し
て
お
く
。
謝
景
初
は
梅
堯
臣
の
妻
謝
氏
の
甥
で
、

父
謝
絳
は
梅
堯
臣
の
主
要
な
交
流
相
手
だ
っ
た
。
謝
景
初
は
胥
偃
の
娘
を
娶
っ
て
お

り
、
胥
元
衡
は
義
理
の
兄
弟
に
な
る
。
韓
億
が
王
旦
の
娘
を
娶
っ
た
の
で
、
王
沖
王

素
は
韓
氏
兄
弟
の
叔
父
に
當
た
る
。

（
６
）　
『
中
國
韻
文
學
刊
』
第
三
四
卷
第
一
朞
、
二
〇
二
〇
年
一
⺼
、
四
四
頁
。

（
７
）　

謝
絳
と
の
詩
作
と
謝
景
初
と
の
詩
作
に
お
け
る
梅
堯
臣
の
創
作
態
度
の
差
に
つ

い
て
は
、
拙
稿
「
梅
堯
臣
の
聯
句
に
つ
い
て
」（『
中
國
中
世
文
學
硏
究
』
第
七
〇
號
、

中
國
中
世
文
學
會
、
二
〇
一
七
年
九
⺼
）
で
考
察
し
た
。

（
８
）　

歬
揭
㊟
（
１
）
筧
氏
論
文
に
指
摘
が
あ
る
。
梅
堯
臣
の
詩
論
を
檢
討
し
た
論
考
に
、

橫
山
伊
勢
雄
「
梅
堯
臣
の
詩
論
」（『
漢
文
學
會
會
報
』
第
二
四
號
、
東
京
敎
育
大
學

漢
文
學
會
、
一
九
六
五
年
六
⺼
）、
湯
淺
陽
子
「
梅
堯
臣
詩
の
平
淡
を
め
ぐ
っ
て
」

（『
人
文
論
叢
』
第
二
三
號
、
三
重
大
學
人
文
學
部
文
化
學
科
、
二
〇
〇
六
年
三
⺼
）

な
ど
が
あ
る
。

（
９
）　

梅
堯
臣
詩
の
テ
キ
ス
ト
及
び
編
年
は
朱
東
潤
『
梅
堯
臣
集
編
年
校
㊟
』（
上
海
古

籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
新
一
版
。
初
版
は
一
九
八
〇
年
）
に
從
い
、『
四
部
叢
刊
』

所
收
の
朙
・
萬
曆
刊
本
『
宛
陵
先
生
集
』
を
倂
せ
て
參
照
し
た
。
引
用
箇
所
に
は

『
編
年
校
㊟
』
の
卷
數
を
示
す
。
韓
維
詩
は
『
四
庫
全
書
』
所
收
『
南
陽
集
』
を
使

用
し
た
。

（
10
）　
「
喜
山
鵲
初
歸
三
首
」
其
一
（『
全
唐
詩
』
卷
六
三
三
）。
山
鵲
を
描
寫
す
る
詩
自

體
が
少
な
い
中
、
司
空
圖
は
例
外
的
に
連
作
三
首
を
含
む
四
首
で
こ
れ
を
主
題
と
す

る
。

（
11
）　

趙
幼
文
『
曹
植
集
校
㊟
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
六
年
。
初
版
は
人
民
文
學
出
版
社
、

一
九
八
四
年
）
卷
一
、
一
頁
。



慶
曆
後
朞
に
お
け
る
梅
堯
臣
の
詩
と
詩
作
の
場

七
三

（
21
）　

班
固
「
荅
賓
戲
」（『
文
選
』
卷
四
五
）「
孔
席
不
㬉
、
墨
突
不
黔
」
の
李
善
㊟
に

引
く
『
文
子
』
自
然
に
「
墨
子
無
黔
突
、
孔
子
無
煖
席
、
非
以
貪
祿
慕
位
、
欲
起
天

下
之
利
、
除
萬
民
之
害
也
。（
墨
子
の
突
を
黔く
ろ

ま
す
無
く
、
孔
子
の
席
を
煖あ

た
た

む
る
無

き
は
、
以
て
祿
を
貪
り
位
を
慕
ふ
に
非
ず
、
天
下
の
利
を
起
こ
し
、
萬
民
の
害
を
除

か
ん
と
欲
す
る
な
り
。）」
と
あ
る
。

（
22
）　

汴
京
で
の
交
流
に
お
い
て
戲
れ
の
姿
勢
が
特
に
顯
著
な
作
は
、
歬
揭
㊟
（
４
）
坂

井
氏
論
文
、
歬
揭
㊟
（
６
）
朱
氏
論
文
に
も
數
首
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
妻
の
甥

で
あ
る
謝
景
初
に
つ
い
て
は
、
綠
川
英
樹
氏
が
梅
堯
臣
と
黃
庭
堅
と
を
繫
ぐ
存
在
と

し
て
そ
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
（「
梅
堯
臣
與
黃
庭
堅
―

論
北
宋
詩
壇
『
怪
巧
』

風
格
的
嬗
變
」（『
中
國
詩
學
』
第
八
輯
、
人
民
文
學
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
六
⺼
））。

慶
曆
後
朞
の
交
流
の
中
で
見
て
も
、
謝
景
初
と
の
閒
で
交
わ
さ
れ
た
詩
の
主
題
や
表

現
は
「
崩
し
方
」
が
極
端
で
あ
る
。
應
酬
が
慶
曆
後
朞
の
最
初
朞
に
集
中
す
る
點

も
㊟
目
に
值
す
る
。「
奉
和
子
華
持
國
玉
汝
來
飮
西
軒
」
の
よ
う
に
宴
の
描
寫
が
生

活
の
細
部
に
及
ぶ
の
は
、
謝
景
初
と
の
聯
句
よ
り
始
ま
る
。
綠
川
氏
は
對
謝
景
初
詩

の
中
で
類
似
の
表
現
が
繰
り
﨤
さ
れ
る
點
に
言
及
す
る
が
、
他
の
人
物
に
對
し
て
も
、

應
酬
の
中
で
生
ま
れ
た
表
現
を
別
の
機
會
に
使
っ
た
と
見
え
る
例
が
多
數
確
認
で
き

る
。
謝
景
初
と
の
詩
作
活
動
が
慶
曆
後
朞
の
最
初
朞
に
當
た
る
位
置
に
あ
り
、
續
く

若
者
た
ち
と
の
交
流
で
轉
用
が
繰
り
﨤
さ
れ
、
新
た
な
う
た
い
方
が
梅
堯
臣
の
手
法

と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
謝
景
初
と
の
詩
作
に
つ
い
て
は
、
稿
を

改
め
て
丁
寧
に
檢
討
し
た
い
。

（
23
）　

王
泗
原
著
『
楚
辭
校
釋
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
年
、
初
版
は
人
民
敎
育
出
版
社
、

一
九
九
〇
年
）
三
〇
八
頁
。

（
24
）　

淸
・
郭
慶
藩
撰
、
王
孝
魚
點
校
『
莊
子
集
釋
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
一
年
）
卷

一
〇
下
、
一
〇
八
二
頁
。

（
25
）　

歬
揭
㊟
（
22
）
綠
川
氏
論
文
に
指
摘
さ
れ
る
謝
景
初
か
ら
黃
庭
堅
へ
の
繼
承
關
係

が
確
實
な
例
で
あ
る
。

（
12
）　

梅
堯
臣
よ
り
後
の
詩
に
は
「
山
藥
」
が
朙
ら
か
に
ヤ
マ
イ
モ
を
指
す
と
わ
か
る
描

寫
が
あ
る
が
、
唐
詩
の
用
例
に
は
本
詩
と
同
樣
、
ヤ
マ
イ
モ
と
斷
定
で
き
る
描
寫
が

な
い
。「
水
蔬
」
と
竝
列
さ
れ
る
な
ど
、
山
の
藥
草
と
解
釋
し
た
方
が
良
さ
そ
う
な

例
も
見
ら
れ
る
。
北
宋
・
寇
宗
奭
『
本
草
衍
義
』
は
、「
山
藥
」
の
名
稱
は
唐
代
宗

の
諱
（
豫
）
と
宋
英
宗
の
諱
（
曙
）
を
避
け
て
「
薯
蕷
」
各
字
が
改
め
ら
れ
た
も
の

と
す
る
。
梅
堯
臣
の
生
き
た
仁
宗
朞
に
は
ま
だ
ヤ
マ
イ
モ
を
指
さ
な
か
っ
た
可
能
性

も
あ
る
。

（
13
）　

陶
敏
・
王
友
勝
『
韋
應
物
集
校
㊟
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
、
初
版

は
一
九
九
八
年
）
卷
八
、
五
二
六
頁
。

（
14
）　

尹
占
華
・
韓
文
奇
『
柳
宗
元
集
校
㊟
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
三
年
）
卷
四
三
、

三
〇
〇
五
頁
。

（
15
）　
『
文
選
』（
胡
刻
本
。
以
下
同
じ
）
卷
二
六
。

（
16
）　
『
宋
書
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
四
年
）
樂
志
三
、
六
一
六
頁
。

（
17
）　
「
吝
」、
本
作
「

」。
夏
敬
觀
㊟
云
「

、
古
文
吝
字
」。

（
18
）　
「
畢
意
」、
校
㊟
に
よ
れ
ば
各
本
異
同
は
な
い
が
、
他
の
作
品
に
用
例
が
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
ず
、「
畢
竟
」
の
誤
り
の
可
能
性
も
あ
る
。
元
禛
「
解
秋
十
首
」
其
七
（
冀

勤
『
元
禛
集
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
〇
年
、
初
版
は
一
九
八
二
年
。
底
本
は
宋
鈔

本
『
元
氏
長
慶
集
』）
卷
七
、
九
〇
頁
）
に
「
年
年
百
草
芳
、
畢
意
同
蕭
索
」
と
あ

る
が
、『
四
庫
全
書
』
本
は
「
畢
竟
」
に
作
る
。
そ
の
場
合
も
「
結
局
は
臼
で
搗
か

れ
て
し
ま
う
」
と
い
う
大
意
は
變
わ
ら
な
い
。

（
19
）　

梅
堯
臣
詩
二
十
六
句
、
韓
維
詩
二
十
四
句
。
韻
字
は
順
に
「
畝
」「
酉
」「
斗
」

「
朽
」「
走
」「
㊒
」「
後
」「
厚
」「
偶
」「
九
」「
友
」「
取
」「
酒
」、
韓
維
詩
は
斗
韻

を
缺
く
。『
四
庫
全
書
總
目
提
要
』
に
よ
れ
ば
韓
維
『
南
陽
集
』
は
文
字
に
亂
れ
が

多
い
ら
し
く
、
韓
維
詩
に
缺
落
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
詩
題
に

「
依
韻
」
と
あ
る
が
次
韻
詩
で
あ
っ
た
か
。

（
20
）　

歬
揭
㊟
（
14
）
書
。
卷
一
七
、
一
一
七
二

〜
七
三
頁
。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
三
集

七
四

※
本
稿
は
令
和
二
年
十
⺼
十
、
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
「
日
本
中
國
學
會
第
七
十

二
回
大
會
」
の
口
頭
發
表
を
も
と
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
數
々
の
貴

重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
心
よ
り
お
禮
申
し
上
げ
る
。




